
道央地区知的障がい児・者家族会 会報 8 号（平成 28 年 5 月発行 責任者：畑 誠一） 

 道央家族会会報  
☆平成 28 年度道央地区知的障がい児・者家族会総会が開催されました。 

5 月 22 日（日）10 時より、北広島市芸術文化ホールにて、平成 28 年度道央地区知的障がい
児・者家族会総会が開催されました。「道央地区知的障がい児・者家族会 畑会長」の挨拶から始まり、
次に「道央知的しょうがい者福祉施設協会 荒会長」に来賓としてのご挨拶をいただきました。荒会長は、
「総合支援法 3 年後の見直しについて」触れられ、『自分たちが目指していたことの 2 割程度しか盛り込
まれていない、非常に残念な内容であること』を熱く語られました。私たちも、見直し案の問題点を学習し
つつ、改善の要望等の活動に繋げていきたいと思っています。 

7 家族会と 1 賛助会員、1 利用者、1 施設長、来賓 1 名、役員 9 名、総勢 28 名が出席しました。
手違いで、直前に会場が変更されるというハプニングがありましたが、出席いただいた皆様のお蔭で議案は
原案のとおり可決決定され、予定より 1 時間も早く終了するという何とも嬉しいこともありました。 

今年度は役員改選期ではありませんので、前年度の役員全員が引き続き、その任務に当たります。 
どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

☆平成 28 年度知的障がい児・者家族会・事業計画 

【基本方針】 
障がいのあるすべての人々が安心して暮らせる社会を目指し、家族会同士の結束を強め、北海道知

的障がい児・者家族会連合会と連携しつつ、道央地区知的障がい児・者家族会としての活動を展開す
る。 
【重点事項】 
1. 入所支援施設、通所、グループホーム等を利用者が自由に選択できる福祉政策の実現 

1) 障がい支援区分の廃止の要望 
2) 利用者本人の特性に応じた支援体制の要望 
3) 入所支援施設、通所、グループホーム等の利用者が安心して暮らせる 24 時間支援体制の 

要望 
4) 利用者の高齢化に対する支援体制の要望 
5) 90 日を超える入院による入所支援施設との解約の不安を解消し、退院時受け入れ態勢の 

要望 
6) 災害時の避難対策と支援体制の要望 
7) 障がい年金受給者と 20 歳未満の無年金障がい者との格差是正の要望 
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2. 研修会や懇談会を通じ、各家族会会員の交流を図る。 
3. 道央地区知的障がい児・者家族会の会報 

年２回発行する。 
4. 未加入家族会への働きかけ 

情報提供と研修会等の案内をしつつ、加入のお願い文書を送付する。 
5. 全施連全国大会の協力体制 

「全施連全国大会 in 福岡」（平成 28 年 10 月 18 日～19 日）への参加呼びかけを行う。 
 

◆熊本地震災害救援募金について 

熊本の仲間たちが震災で大変な被害に遭われています。道家連は絆事業の一環として、募金活動を
展開し、熊本の仲間たちに直接お渡しできるようにするとのことです。道央としても、皆様のご協力を得な
がら募金活動を展開します。各家族会での募金を 8 月 15 日までに「道央知的障がい児・者家族会」
の口座に、振り込み願います。なるべく、会費と義援金とを分けていただくと有難いです。 

（一括で振り込まれた場合は、ご一報をお願いいたします） 
 

◇道央知的障がい児・者家族会ホームページ（スマホにも対応しています） 

URL：http://do-o.gonna.jp 
 

◇第１回役員会＆勉強会のお知らせ 

と き：6 月 20 日（月）10:00～ 
ところ：北ひろしま福祉会 共栄会議室 
※午前中に役員会を開催し、お昼に皆でお弁当（自費）をいただきます。 
その後、13:00～15:00 勉強会を開催します。 

 

《編集後記》  

次号は、各家族会からのお便りを予定しています。施設の行事に参加して楽しかったこと、紹介したい
イベント情報等がありましたなら、投稿をお願いいたします。お待ちしております。 
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